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フン虫地理学一ー一 l . 奈良県のフン虫一ー一
塚本珪一

〒606 京都市左京区修学院中林町56

はじめに

1996年12月 l5 日の日本甲虫学会総会で, 後藤光男さんの奈良公園のフン虫地図をもってぃますとい
つた話を水野弘造さんにしているとき, 横におられた林靖彦さんが奈良公園の私たち(大阪甲虫同好
会)の調査もありますと言われ, 話が発展して, 何らかの形でこれらのことを同氏ゆかりの 「ねじれば
ね」 誌上に残しておこうということになった.
奈良県あるいは奈良公園のフン虫についての報告, 記録は数多く, すべてを紹介出来ないが, その一
部をもとにフン虫分布についての知見を述べ, 奈良公園のフン虫に関する先覚者, 故後藤光男氏の御
厚意に対する小編としたい.

主な記録
谷幸三 (1966), および大和昆虫愛好会「大和の昆虫」には谷幸三, 後藤光男・他(1966)の報告があ
り,54種のフン虫を記録している. 大阪甲虫同好会の伊藤建夫・ 他(1994)は奈良公園で21種のフン虫に
ついての詳細な調査を報告している. このデータは奈良公園におけるフン虫の通年の構造を示してい
る貴重なものである. 最近の分析法で解析すればフン虫構造を理論的に把握可能とするだろう. 頭の
なかでは多分こうなってぃるとぃう推測を明確にしたデータである. 谷幸三(1975)「春日神社の報
告」, 後藤光男(l980)「奈良公園若草山の食糞コガネ」の知見があるが, 1985年に後藤さんからぃただぃ
た地図と合わせてみるとよく解る. 筆者はこの地図をたよりに保賀氏と三笠山でヒメコマグソコガネ
に出会えたのである. 最近では京都府南部との比較として高橋 敞(1991 )が奈良公園のフン虫41 種を示
している. 保賀昭夫(1990) は近畿圈のオオセンチコガネについての分布を示している. 筆者の最近の集
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計では奈良県のフン虫は59種に達している (表 l )

奈良県のフン虫の特徴

奈良県の特産物としてはAphodius

表1 . 奈良県, 奈良公園のフン虫

n a r a e n s l s

第75 ., (1997 年6 月)

NAKANE ヒメ コマグソコガネがあったが, 中国・ 朝鮮半
島' シペリァのA botulus BALTHAsAR
と同じであることが解った. このフ

1 9 91

AE(i lA l lDAE ニセマグソ コカ' ネ科

Caebusdent collts LEWIS トグマグソコガネ ● ● ●

APl-lODl lDAE マグソ :l ' lネu
A o h o d lus - ad ratu s lt EにH E オオマグソコガネ ● ● 0
A ct、odiusb r・t hvsomus SOLS KY セマルオオマグソコガネ ● ● (、)
Aohlodius trot t ,k JACOBSON マルツヤマグソコガネ ● ● 0 ●

Al'hoclius hd・・rnahs (NAKANE et TSUKAMOT01 クチキマグソコガネ ● ●
Aohodius vama to NAKANE クロツプマグソコガネ ● ● 0 ●

A o h o d lus ur os t l m a l- 関 t OLD フチケマグソ :コガネ ● ● ●
A ph o d lus at r n l s W ATE m OUSE ク oツヤマグソコガネ ● ● ●

l o al al NAKAN f イ ガク Ill ツ ヤマ グソコ ' lネ ● ●

Aohodl、is suoeratratus NOMURA e t NAl(ANE トゲク 0ツヤマグソコガ本 ● ● 0 0
Aohodil」s - fasciatus NOMURA et NAKANE クロオl 'マグソコガネ ● ● 0
Aohodius maderi BALTHASAR コ ツヤ マ グソ ::1 11ネ ● ● 0 ●

Aohocli us naMhs WATERHOUSE ク ロモンマグソコ力、ネ ● ●

Aohloa us is bu ret NAKANE チャ グロマグソコガネ ● ● 0 ●
A o h od iu s ml zo NAKA N E ミ、Jムネマグソコガ ● 0 ●
Aohodius oallidi b on, s WATER HOUSE ネグロマグソコガネ ● ● 0 ●
Act、odius ousiHus (HERBS'l l コマグソコ ガネ ● ● 0
A o ho d lu s bo tutu s BA LTH ASAR ヒメコマグソコ11ネ ● ● 0
Aohodlus nio rot ' ssellat us (MOTSCl-luLSKY、 セマダラマダラマグソコ l lネ ● ● 0

A o ho d lu s re c t I MO TSC HL SKY1 マグソコ ' lネ ● ● 0 0

A o b od iu s rd ld u s l FABRIClu Sl ヨツ シマグソコガネ ● ●
A o h o d iu s I1fe vlu sc ul us M OTSCHUL SKY ヌバタママグソコガネ ● ● 0 ●
AOhocfu madara NAKAN E マダラヒメスジマグソコガネ ● ●
Aohodius mont NAKANE ニセマキパマグソコ力'ネ ● ●
A o h l ,d iu s su t加 ,1b at us I M OT SC H 」 LSKY 1 ウスイロマグソコガネ ● ● ●

Saorosi t es l ool、lcus WATERHOl lSE クロツツマグソコ11ネ ● ● ●

~ lrhessus sa - rai (BA LTHASAR1 コ ケシマグソ :lガネ ●

l966: 後藤光男・ 土并仲治郎; l970: 大阪甲虫同好会調査 (0春一 秋出現タイプ,
◎秋一春出現タイプ)  ; 1991:高橋般 (0文献).
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ン虫は現在までのところ日本列島で
は奈良公園からしか報告されていな
い

A yamato NAKANE クロツブマグソ
コガネは栃木・ 東京・ 神奈川・ 長野・ 滋
賀 ・京都・三重・奈良;  A. okadai
NAKANEオビモンマグソコガネは滋
賀・ 奈良・ 島根・ 広島; A. pa11idiligonis
WATERHOUSEネグロマグソコガネも
奈良県以外では宮城・ 千葉 ・滋賀・ 大

阪・ 長崎・鹿児島といつた局所的な記

録しかない.
A madara NAKANE マダラヒ メ スジ
マグソコガネも青森・ 秋田・ 栃木・ 束
京・ 神奈川・静岡・ 長野・ 山梨・滋賀に
分布し, 奈良県から西では記録がな
い

A morti NAKANEニセマキバマグソ
コガネも秋田・ 栃木・ 東京・ 長野・ 三
重・ 奈良・ 兵庫と局所的である.
Saprosites narae LEWIS ヒ メ ツ ツマ

グソコガネは千葉・ 束京(三宅島) ・ 静
岡・ 奈良・ 鹿児島( 奄美大島) ・ 沖縄( 沖
縄本島) と意味ありげな記録である.

Caccobius nikkoensis (LEWIS) ニツコ

ウコエンマコガネは宮城・ 栃木・ 神奈
川 ・静岡 ・滋賀 ・京都・ 奈良・ 長崎(対
馬) ・ 鹿児島に記録がある.
OnthOp11agMs JapoMcl‘s HAROLDヤマ
トェンマコガネは秋田・ 新潟(佐渡) ・
群馬 ・栃木・ 岐阜・ 滋賀・ 京都 ・兵庫・ 奈

良に記録があるが, 最近では奈良で
の記録を見なぃとぃう. しかし滋賀
県ではl996年の記録があるから絶滅
したわけではない. このヤマトェン

マコガネは黄色紋のあるェンマコガ
ネであるが, きわめて類似している
0. t r ituber W IEDMANN ミ ツ コ ブ ェ ン

マコガネが兵庫県南部河川敷に生息
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している. 鳥取県と岡山県の境に1941 年の記録があって昔から 日本列島にぃたのだろう. 是非黄色紋
のあるェンマコガネをお持ちの方は再検討してどちらか教えてぃただきたぃ.
奈良公園とよく似た条件(多数の鹿が生息している)のところは北方では金華山, 西方では厳島である
が, これら 3箇所では, アカマダラセンチコガネ・ コツヤマグソコガネ・ オオセンチコガネ・ センチコガ
ネ・ ゴホンダイコクコガネ・ カドマルェンマコガネ・ ツヤェンマコガネ・ フトカドェンマコガネの8種が
共通している. 奈良と金華山はl3種が共通し, 厳島とはヒメコエンマコガネをはじめとして13種が共
通している.
Geotrupes auratus(MoTscHuLsKY) オオセンチコガネの瑠璃色系が奈良公園から志摩半島,紀伊山地に
分布し, 緑色系が木津川北部から鈴鹿山脈に沿ったところに分布していることは有名である. 屋久島
の瑠璃色系の小型種などを含めて大澤省三先生らのミトコンドリアDNAで調査分析すれば面白いだ
ろう. 近畿圏のフン虫を比較したのが表2である. 日本産の甲虫の由来にっいてはぃろいろの表現があ
るが, 少し無理はあるものの最も単純に大陸からの種, 南方からの種, 日本列島固有の種の3系に要約
して示した. この表からは奈良と滋賀, 大阪と兵庫, 京都と三重がよく似たタイプであることが解る.
この共通性を地図上で見るとなんとなく納得できるようである. 他の甲虫群ではどうであろうか興味
がっきない.

表 2. 近畿圈のフン虫比較

奈 県 大阪府 和歌山 三重県 滋 県 京都府 兵庫県

大陸系

南方系

固有種

種数

2
5

2
9

3
2

5

6
7

3
6

2
1

4

4
6

1
1

2
1

4

7
6

7
0

2
1

5

0
3

5
8

2
1

3

5
6

5
6

2
1

4

0
7

3

・0

3
1

5
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保賀昭夫(l990) オオセンチコガネの仲間, 京都の昆虫, 京都新間社
塚本珪一(1993) 日本英虫記, ,i-土社.
伊藤建夫・ 他( l994) 奈良公園の食葉性コガネムシ類について, 大阪甲虫同好会連絡誌, 10:7-21

(つかもとけいいち)

キペリハバビロオオキノコとチャバネチビオオキノコについて
生川展行

〒513 鈴鹿市木田町2399

Tritoma pallidicincta (LEWIS) キペリハバビロオオキノコと Tritoma tanigutii CHUJ0チャバネチビオ
オキノコは, 両種の外部形態的類似性から, 同一種であるかも知れないとの見解を持つていたが,
最近までチャバネチビオオキノコの標本が集まらず, 比較検討する機会がなかった.  今回, 斎藤琢
已, 北山健司両氏より多数のチャバネチビオオキノコの標本を譲り受け,  両種を比較検討した結果,

- 3 -
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両種は別種であるとの確証を得た.  同様の疑問を持たれていた方もあろうかと思うので, ここにそ
の内容を報告しておく.
稿を草するにあたり, 貴重な標本を恵与いただいた斎藤琢已, 北山健司, 山地治の各位並びに, 文
献についてご配慮賜った九州大学の上野輝久氏に心よりお礼申し上げる.

1.   両種の概要について
(1 ) T,itoma pa11idicincta (LEWIS,l887) キベリハバビロオオキノコ

キペリハバビロオオキノコ

本種は, 木曽福島で得られた2頭の標本で記載された種で, 上
翅肩部と側縁部のみが赤褐色からオレンジ色を呈しており, 他種
との区別は容易である. 成虫は春に得られることが多く , 以前は
筆者も成虫は春のみ発生しているものと思つてぃたが, 模式標本
の産地と LEWISの行動日程を照合すれば, 木曾福島産の標本は7
月下旬に採集されていることになり, 調査を進めていくと, 少数
ながら夏から秋にも得られることが分かってきた.  また沢田

(l991) も「4月から8月にかけて成虫がみられる」と述べている.
成虫が集まるキノコとしては,  CHuJ0(1969) はカイガラタケ,

チャミダレアミタケ, チャカイガラタケ, ハチノスタケを, 説田
(1gg3)はェゴノキタケを, 沢田(1991)はカイガラタケを記録して
いる.
検視標本 : 5 , 9 早,  三重県員弁郡藤原町河内谷,  4. V.

l988, 生川展行採集.

(2) Tritoma tanigutii CHuJ0,l940 チャバネチビオオキノ コ
本種は, 大阪府箕面で得られた1頭により記載された種で, そ
の後筆者が調べた範囲では, 静岡県 (杉本,1991), 三重県(生川,

チャバネチビオオキノコ

れる.
検視標本

1987; 生川・ 乙部,1990; 生川ほか, l984 ; 中根,1986),  福岡県(城
戸, 1989) で記録されているに過ぎない.
なお, 中根(1986)は本種をTritoma属からTnprax属に移してい
るが, 雄交尾器の形状から判断すると,  Tritoma 属の方が妥当と
考える.
成虫が食するキノコとしては, CHuJ0(l969)はニクハリタケ, ア
シグロタケを記録しているが, アシグロタケから得られた種は,
7'ritoma rufipennis (LEWIS) べニバネチビオオキノコの可能性が高
い.
なお, 今回斎藤氏からぃただぃた本種標本は, チャカイガラタ
ケおよびェゴノキタケから得られたものである. 本種は, 和名の
とおり上翅が赤褐色を呈しており, 色彩的にはべニバネチビオオ
キノコと似ているが, 頭部や下唇の形状(図3) から明瞭に区別さ

1早, 岐阜県本巣郡根尾村日当,  7.rv.l990, 斎藤琢已採集
1(i'、,  6早 ,  大阪府茨木市椿山,  16.m.1996, 斎藤琢已採集
2 ,9早早, 同上、 l8.V.1996, 北山健司採集
2 ,3 早早,  大阪府箕面市下止々 呂美、18.V.1996, 斎藤琢已採集
1 f , 岡山県御津郡加茂川町字甘渓、2.v. l987, 山地治採集

- 4
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2.両種の相違点について
オオキノコムシ科の甲虫は, 外部形態の変化が乏しく両種についても例外ではないが, 下記の相

違点を見いだす事ができるので, 上記両種を従来通り別種として扱い, その区別点を述べておく.

図1. キペリハバビロオオキノコ 交尾器陰茎及支柱突起. 図2 . チャバネチビオオキノコ 交尾器陰装及支柱突起.
A-E:左側面図 ; F-F:上面図 A-E:左側面図 ; F-F:上面図

(l) 前胸背板側縁(図3) : チャバネチビオオキノコの前胸背板側縁は緩やかに弧を描いて前方へ狭ま
るが, キベリハバビロオオキノコの方は, 強く弧を描きながら前方へ狭くなり, 基部から約二分の
一のところで更に内側へ狭くなる.  前角はキベリハバビロオオキノコの方が前方へ張り出し, 後縁
中央部もキベリハバビロオオキノコの方がより後方へ張り出す.

-

ド

,

B

図3 . ぺニバネチビオオキノコ (A,C)  ; チャパネチビオオキ
ノコ (B,D,E&G)  ; キペリハバビロオオキノコ (F,G).
A,B: 頭部; C,D : 下唇 ; E,F: 前胸背 ; G,H : 上翅.

(2) 上翅(図3) : キベリハバビロオオキノコの上翅
長は幅の1.28 倍, 最大幅の位置は前縁から 2.6/10の
ところ;チャバネチビオオキノコは長さは幅の1.42
倍, 最大幅位置は前縁から2.8/10のところである.
(3) 雄交尾器(図1 -2): チャバネチビオオキノコの雄
交尾器陰茎側面上部は, 滑らかに緩く弧を描いて
いるが, キベリハバビロオオキノコは凹凸がある.
また陰茎基部はチャバネチビオオキノコの方が太
く, 先端部はより鋭く突出している.

文献

CHOJ0,M., ( l940). Description of two new Erolylid-beetles from Japan

Proper. Nippon-no-Kochu,3(2):78-81 , fig.1-2.
- - -, (1969). Fauna Japonica, Erotylidae 3l6pp.,23pls.
城戸克弥, (1989 ). 福岡県宗像市城山産朝翅日目録の追加 (13). 北

九州の昆虫, 36 (3) : l59- l61.
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53 -73.
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----- ほか, (l984). 比奈知地域( O重県名張市 )の甲虫相.  比奈知ダ �周辺昆虫類調査報告書:  137- l9 1
野淵輝, (l952). 京都北山付近のオオキノコムシ. 昆虫の科学, l(l): 4-5.
沢田和宏, (l991 ). 神奈川県におけるキペリハバビロオオキノコムシの採集記録. 神奈川虫報, (95):20.
説田健一, (l993). 木材腐朽菌キノコの鞘翅日昆虫群集の組織と構造. AKrrU,sup.l: l-21.
杉本可能, (1991). 静岡県のオオキノコムシ科. 静岡の甲虫, 9(1) : 1-l7. ( なるかわのぶゆき)

こうひ・ ぶれいく  (話のたね) - 1

アカハネムシの頭の穴の効用
高橋 敞

〒610-03 京都府綴喜郡井手町井手西高月60-101

アカハネムシ科のあるものの雄の頭頂に, 複雑な凹陥構造があることを甲虫屋は御存知であろう .
これはいつたぃ何のためにあるか?
昆虫を材料とした生物学も,  ミツバチを例とする行動学, ショウジョウバエの遺伝学ばかりでな
く, 最近は分子レベルの話題, 例えばオサムシの分子分類学 (大沢省三ら, オサムシニュー スレタ
- , No. l - 10, 生命誌研究館) などが活発になっている. 分子のでてくる話といえばフェロモンや
防御物質は昆虫を材料として始まった分野であって, 現在も応用も含めて, その成果は著しい. カ
ンタリジンはッチハンミ ョウ類の防御物質として古くから知られていた炭素数 10個の低分子化合物
だが,  これがアカハネムシにも関係することがコー ネル大学のT. EISNER (行動生理学) と, J.
MEINwALD (有機化学) のグループによってわかった (アメリカ科学アカデミー紀要Proc. Natl. Acad.
Sci. U. S. A. (1996)93, 6494, 6499) .

Neopyrochroa flabeltataはアメリカに普通なアカハネムシ (翅鞘は黒いが,  日本にだってアオグロ
アカハネという青いのやら黒いのやら赤いのやら判らなぃのもぃる) で (私もコー ネル大学のキャ

ンパスで採集した) , 雄頭頂には日本のムナビロアカハネ同様の, 毛の生えた深い凹陥がある. この
種は, 驚いたことにはカンタリジンを食べるのだそうで (誘引され, 結晶を摂食する ! ), 雄の摂つ
たカンタリジンは一部精巣の附属腺にいき, 他が問題の頭部の凹陥部に分泌されるという . 雌は雄
の頭部にどれだけカンタリジンが分泌されているかで, 多ければタノモシイ雄と思って交尾を許し,
少ない,  もしくは分泌してぃなぃ雄はタヨリないと拒否する. つまり雄は結納としてカンタリジン
を雌にプレゼントし, その量の多少で雄としての資格が決まる. 雌はこの雄の頭部に分泌されたカ
ンタリジンを摂食し, 雄精巣附属腺中のカンタリジンが交尾の結果精液とともに難貯精嚢に移るの
と併せて,  1 頭の雄が摂食した70 mgのカンタリジンの中40 mgが (1 回の交尾で) 雌に移行する
という, さらにこの中の13 mgが卵にはぃるとぃうから, 雄が摂食したカンタリジンの20% は卵に
いく ! 遺伝子以外, 雄の子孫への物質的寄与は通常ないのに, なんと健気なアカハネムシの雄で
あることか. 実際, テントゥムシ科のColeomeg,Ila maculata幼虫は雄の贈り物であるカンタリジン
を含んだ卵の60% は9良、わなかった (含まない卵の90% は喰われた) ので, カンタリジンは忌避物
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質として有効であり, 雄の労は報われていることになる.
カンタリジンは何処からくるのであろうか? ツチハンミョウ類ではメバロン酸からのカンタリ
ジン生合成が確立されているが, アカハネムシの場合, EISNER達は外因性といつてぃるだけである.
アカハネムシはゲンセイを囓るのだろうか?
ものの本によると, カンタリジンは催淫剤として用いられたとあるが, 現在これは発癌プロモー
ター (それ自身としての発癌性はないが, 発癌性物質と併用されると発癌性を高める物質) とされ
ており, どうぞご注意を.

(たかはししょう )

ちょっと気になる甲虫の情報 (v)

下翅の退化したこの奇妙な甲虫は, カミキリともっかず, ゴミムシダマシともっかず, ヒョウホ
ンムシともっかず, 最近登場した四不像的甲虫の中でも最も注日を集める存在であろう .  しかも成
虫の出現期が冬期となると標本入手も汗と涙を伴わなぃではぃられなぃ. (水野)

ハネナシナガクチキムシ Nipponomarolia kobensis MryATAKE, 1982

ハネナシナガクチキの採集方法について
生川展行

〒513 鈴鹿市木田町2399
横関秀行

〒510- l2 四日市市桜台2-5-361

三重県のNipponomarolia kobensis MIYATAKEハネナシナガクチキについては, 既に生川ほか(1995) ,
横関・ 生川(l996) により記録されているので,  ここでは採集方法や経緯について述べてみたい.

ハネナシナガクチキは, 全国的に記録の少ない種であるが, 隣

ハネナシナガクチキ

県の和歌山県では2例が記録されたため, 三重県でも採れる可能
性は高いと思つてぃた. それまでの記録を調べると, 数例が落葉
下より獲られ, 和歌山県の2例のうち l例は落葉下であり, 落葉
下より採集するのが一番確実ではないかと推定した. ただ三重県
の場合, 落葉下に生息している甲虫は, 筆者の一人である横関や
天春明吉, 市橋甫氏等により県内1000 箇所以上にわたって調べ
られているにもかかわらず, 本種は1頭も採集されていなかった
ため, 半ばあきらめの気分もあった.
ところが l995年1 月の北勢地方の虫屋の月例会で, 横関が尾鷲
市三木崎の落葉下で採集した甲虫を生川が調べたところ, ハネナ
シナガクチキが3頭も入っており, 県下初の標本に非常に驚いた.
その後, 天春明吉氏も同所で1頭を同様に採集し, 計4 頭になっ
た. そこで是非とも追加固体を採集したぃとぃうことで, l995年

- 7 -
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2月l l 日に4 人で三木崎へ出掛けた. ハネナシナガクチキが採集された場所は, 三木崎のウバメ ガシ
林(二次林)で, 三重県南部の海岸沿いの林としては特に変わった環境ではない. ここでは陽の当たる
林縁の枯れ枝の下の落葉より獲れたということで, 重点的にそのような場所の落葉を大量に採取し
て帰ったが, 結果は厳しく, 追加できたのは l 頭のみであった. その後,  4月1 日に5人で調査をお
こない,  l 頭追加できたものの, 5月3 日およびl l月2 日に延べ5人で調査を続行したが, 追加はで
きなかった.  さらに志摩半島以南の各地でも調査が行われたが, 新産地としては今のところ, 尾鷲
市須賀利の1 頭のみである. この間に採取して来た落葉は膨大な量で, 捨て場所に困るほどであっ
た.
水野弘造氏より, ハネナシナガクチキは成虫が冬に発生するのではないかとのご教示をぃただぃて
いたが, 三重県では本種が獲れた時期は, まさしくそのとおりであった. 今後調査が進めば,  もっ
と効率のよい採集方法が見つかるかもしれないが, 三重県での採集状況から, 今までの採集方法を
纏めると下記のとおりとなる.
1 . 採集時期は12月から 3月が良い.
2 . 採集場所は, 海岸沿いの照葉樹林 (二次林でもよい) で, 林縁等の陽のあたる場所の枯れ枝
の下の落葉が良いが, 菌類の生えている落葉は良くない.

3 . 落葉は現地で5-10 mm メッシュの網でふるい, 通気性の良い袋に入れて持ち帰り, 抽出作
業を行う. なお落葉は処理可能な量だけ持ち帰ること (欲張って採ってくると, 処理できずに
捨てることになる) .

4 . 抽出方法は, 採って来た落葉を少しづっピンセットでより分けたり, べルレーゼやツルグレ
ン装置にかけたりと様々 な方法があるが, 落葉を採って来てもその後の抽出を的確に行わない
と, 中途半端に終わってしまうことになるので, 根気よく行う .
以上が採集方法の概略であるが, 一番大切なのは数回行って採集できないからと諦めず, 根気良
く行うことである. 先にも述べたが, 三重県下でも1000 箇所以上調査を行って, ようやく採集出来
た訳で, まさに継続は力なりである.
冬の間は,  ネットを使用しての一般的な採集法がシーズンオフになるため, 落葉を採って来て甲
虫を採集するのは, ハネナシナガクチキ以外にも他の採集法では得難い種々 な種類のものが獲れる
ので, 一度は試みてみる価値はあろう .
文献

的場 ,.(1992). ぺルレーゼ法で採集した甲虫類1. K」NoKUNI, (42): 11.
生川展行ほか,. (l995). 三重県でハネナシナガクチキを採集. ひらくら,39(3) :45.
横関秀行・生川展行,.(1996). 尾鷲市額賀利でハネナシナガクチキを採集. ひらくら,40(6) :309.

(なるかわのぶゆき・ よこぜきひでゆき)

ドウバネァナバケハネカクシの採集
高橋 敞

〒610-03 京都府綴喜郡井手町井手西高月60-101

Syntomium Japonicum WATANABE et SHIBATA, 1960, ドゥパネァナバケハネカクシは 2 mm ほどの小さ

な種だが, 採集例の少ないものの由である.
lex. 京都府宇治市五雲峰 16. xn. l995 筆者採集

字治をとりまく低山のひとつの麓の小さな沢床の落ち葉をふるって得た. この時期, この環境に
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-- 虫屋のお宿一一その2
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多いヨツメハネカクシの類と違って,  「硬派」 の大変印象的な種

であった.  同じ 0xytelinaeに属するものとしては,  Oxytelus
takahashii ITO,  1994 が,  同所付近の野生動物の糞から採れてい
る (4.11. 1996).
同定していただき,  また発表の機会を与えてくださった伊藤建
夫氏, 写真を撮ってくださった斉藤琢已氏に感謝の意を棒げる.
文献

WATANABE,Y et Y.SHIBATA, l 960. Description of a new species of genus Syntomltlm in
Japan(Col. Syaphylinidae). J.agr. Sci. Tokyo Nogyo Daigaku,6(2) :103-105.

渡辺泰明, l964. 新潟県産ハネカクシ科日録 (第一報) . 新潟県の昆虫(Vm) :7-26.
KINosHITA,S., l972.Some remarkable species of Japanese Staphylinidae(Coleoptefa).

Trans. shikoku ent. Soc.,11(3) : 98
柴田泰利, 1986. 神奈川県のハネカクシ. 神索川虫報, (80) : 1-9.

(たかはししょう )

扉温泉群鷹館~ 早川さんのこ と~
伊藤昇

〒666-01 川西市東畦野 l -7- l8

長野県松本市郊外にある入山辺の谷間を薄川沿いに車で 3 0分程通ると扉という所に着く. そこ
は 旅館が2 軒と最近できた公衆浴場が1 軒だけの静かな山間の温泉地で, 地元以外にはそれ程知ら
れてぃなぃが, 虫屋の間では大変有名なところで, 信州へ採集に出掛ける人でここを訪れる人があ
とを絶たたない. それは, 当地が採集地として面白いだけでなく , ここにある温泉旅館” 群鷹館”
のご当主早川広文氏が 「松本むしの会」 を主催されている根つからの虫好きな方だからである. 扉
温泉へ採集に来た人は, たぃてぃ群鷹館を訪れるか或は宿泊して行き, 採集ポイントをご教授いた
だぃてぃるようである.
私が扉温泉に初めて採集に行ったのはもう2 5 年も前のことで, 大阪近郊の低い山しか知らなか
った私が小学生の時に八ヶ岳へ採集に行き, その雄大な山々 と豊かな自然に魅せられ, 大阪から遠
くはなれた信州の学校を選んで入学した年である.   その当時は一 日に3 往復しかバスはなく, 終点
まで乗つてぃるのは私一人で, まるで大きなタクシーがわりのようなものであった. すでに早川さ
んのことは存じていたが, 何故か足下を通り過ぎ, 一人で採集していた. 温泉の周辺は, その当時
でもすでに案内書に書いてあるよりは開発されていたものの, 鉢伏山へ続く渓谷や, ダムを越えて
3 0分程川沿いに歩いた所は, 蒼とした原生林に囲まれたところで, 初めて訪れた時には,
Pterostichtis mac rogenys BATES, Pterostichus uenoi STRANE0, Pteros t ichus katash inensis HABU,
pterostichusbrittoni HABU etc. 沢山のゴミムシを採集することができた. 特に, P.macrogenysは, 当
時関西の虫屋にとっては珍しくまた人気のある虫の一つであり, 嬉しく, たいへん感動したのを覚
えている. 後になり扉はその種の多産地であることを早川さんから知らされたものである. 比較的
便利で自然がよく残つてぃたところなので, 当地にはその後何度も訪れ, ゴミムシ以外にもCarilia
sp. , Paranaspiaanaspioides(BATES), Pachypidoniabodemeyeri PIc, Necydalis11armandi PICなど比較
的珍しいカミキリも採集した.   扉温泉から山の斜面に刻まれた道を上ってゆくと扉峠にも出られ,
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この峠からはビーナスラインが延び, 美ケ原や和田 を経由して霧ケ峰へ抜けられる. この峠はか

つてはPachyta erebia BATESの多産地で, 食堂のオバサンが「この頃はキベリカタビロを見なくな
ったなあ」 と言つてぃたのには驚いた.  相当大勢の採集者が毎年の様にキベリカタビロを狙って来
ていたのであろう.   今は舗装された道路, 伐採それに排気ガスで見る影もなく, 採れたという話も
耳にしないが, それでも西側の斜面を中心にまだ原生林が残つてぃてNecydalis が採集出来るし,
Mesechthistatus fuJisanus HAYAsHI が多産する. 早川さんの話では, まだ寒い5 月頃に峠付近の道端

でP macrogenysが結構採れるという.
ところで何度も採集に出かけたにも拘らず, 早川さんと直接知り合ったのは割合最近のことで, 数
年前に早川さんらが長野県のゴミムシのリストを作るために, 知人のKさんにゴミムシを手掛けて
いる人の紹介を依頼されたのがきっかけである.   早川さんより同定依頼の葉書をぃただぃたき, 交
流が始まった. それ以来, 早川さんのもとに集まっておられる大勢の同好諸氏の多数のゴミムシの
標本が, 送られてくるようになった.  そんないきさっで, お盆の帰省 (妻の実家が信州) の折りに
2 度ほど伺った. 今はバスが扉まで運行してぃなぃので, 車のない私は途中の大和合というところ

.温泉群鷹館

から1 時間弱の道程を歩いて行く.  早川さんは, 信州
の人によくみられる生真面目な方で, 関西人のように
下らない冗談やおべんちゃらは決して口にされない

が, 話すことはお好きで, 虫の話に花が咲き, 私も懐
かしさが手伝つてっいつい時間が経つのを忘れてしま
う .
早川さんの標本は, ゴミムシを見せてぃただぃたが,
ミズギワゴミムシのような小型のものやゴモクムシの

様な1牙えないゴミムシまでも丁寧に整理されており,
几帳面な性格と虫に対する情熱が伺え, 虫に対する熱
心な姿勢には感服させられる. また最近体調が思わし

くないにも拘らず, 丹念に採集され,  トラップも常にかけておられ, その後も標本をよく送ってこ
られる.  調べる方にも注力されており, 地味なsy,Mob,‘sの同定ポイントについても熱心に質問され
る. そしてご病気がちにも拘らずこの2 年間に長野県のゴミムシ・ リスト2 編を完成された. また

知人のI さん (ハネカクシ屋) に群鷹館を紹介し,  I さんが採集をかねて泊まってからは, 地味な
ハネカクシも採集されるようになったようである.
最近は入退院を繰り返されておられると聞くが, いつまでも長野県の虫屋の中心的な方として活
躍されることを, 早川さんを知るものの一人として願つてやまなぃ.

(いとうのぼる)

会報
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9 月例会記録(199 6 年)

No 75 (Jun. l997)

会員相互の親陸をはかるため, 再開第一回の例会が9 月 2 9 日 ( 日) 午前1 0時から大阪市立自
然史博物館において開催された. 午前中は大会と同様に自由懇談と同定会に当てられた.
午後1 時から, 林会長より会務報告 (会務分担・ 今後の運営等) が行われた後, 伊藤建夫氏の
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「モンゴルの昆虫と自然」 と題する講演がスライドによる説明と標本の回覧によ り行われた. モンゴ
ルは草原の国という印象が強いが, 谷間にはシラカバやヤナギの類の林もあり, 花ではハナカミキ
リ, 草原の石の下にはゴミムシやハネカクシも多数いて, 興味深かった.
最後に出席会員より夏の採集結果等をまじえて自己紹介が行われ, 和やかな雰囲気のうちに閉会

した. 当初心配された参加者数も2 0名以上に達し, 再開第一回日としては順調なスタートとなっ
た. 当日の出席者は下記の通り (敬称略) .

畑 守国 ・ 畑山武一郎・ 林 匡夫・ 林 靖彦・ 伊藤 昇・ 伊藤建夫・ 北山 昭・ 松田 厚・ 水野弘造
三木三徳・ 望月寛人・ 野村英世・ 大石久志・ 斎藤琢已・ 澤田高平・ 佐々 治寛之・ 初宿成彦・ 高羽正治
田中昭太郎・ 八木正道・ 山下 品・ 吉川正彦・ 吉田元重

(野村英世)

会計報告

1 9 9 6 年 (平成 8 年) の収支状況を報告します. 本会の収支は長年に互り赤字基調が続いてい

ましたが, 昨年の単年度収支では黒字となりました. これは収支面でパソコン導入による編集で印
刷費が大幅に減少した事, 収入面で未納の年会費が順調に納入された事と新規入会者の增加と賛助
会員 (穂積俊文氏) のご支援に依るものです. その結果, 次年度繰越不足金も半減し, 収支状況の
改善が進んでいます. 今後とも会員の皆様のご助力をお願いします. (野村英世)

. 1 9 9 6 年度 (平成8 年度) 収支決算書
(自 9 6年 1月 1日 至 9 6年1 2月3 1日)

収入の部

会費 1 ,  6 1 2 ,
バックナンバー代 1 9 0 ,
別刷代 2 5 4 ,
(含印刷実費負担金)
雑収入 3 0 5 ,

次年度繰越不足金 4 2 8

*

* *
* * *

0 0 0
5 0 0
4 5 0

1 1 1

3 3 6

計 2 ,  7 9 0 ,  3 9 7

支出の部

印刷代 * 1 ,
通信費* *
消耗品代 * * *
大会費

幹事会費

雑費
前年度繰越不足金

5 0卷2 号,  5 l 卷1 号および 「ねじればね」 の印刷代
50巻2 号,  5 1 卷1 ・ 2 -号の発送費用および例会・ 大会の案内の通信費
会員カー ド・ 振替用紙の印刷代

5 7 1 ,
3 0 6 ,

6 3 ,
1 4

6 ,

8 2 7 ,

0
0

9
5

0
0

3
8

7
9

3
9

2
7

2
0

9
3

9

計 2 7 9 0 ,  3 9 7
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